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は し が き

運動負荷に よって ヒ トや動物において種 々の酵 素が血液中に逸脱 して くることが知 られ

てい る。 しか し,運 動負荷 におけ る血漿酵素 の変動 の メカニズ ムにつ いては,細 胞膜透過

性の変 化に伴 う遊 出,細 胞の損傷に よる遊 出な どを代表 した様 々な説 があ り,い まだ 明 ら

かでない。 また,従 来,運 動 と酵 素に関す る研究 の大 部分 は骨格筋や心筋 につ いて,あ る

いはそれ らに局在 してい る血漿酵 素についてな され た ものであ り,肝 につ いてはご く少 な

い。代表者 らは ヒ トにおいて運動 負荷直後,回 復過程 に肝 由来を考 えられ る酵素,と くに

γ一グルタミル トラソスペプチダーゼ(γGTP)活 性が運動後2日 間 にわた って上昇 してい

ることを認めた。本研究では ヒトとラ ットに運動 を行わせ,血 漿成分 と肝 ミクロゾーム分

画を取 り出 して,YGTPの 酵素蛋 白量 と活性の両方を測定 し,あ わせて リソゾーム酵素

について も検討 し,酵 素 の"organ-to-gradient"に ついて動的な面か らアブmチ す る

ことを 目的 とした。その結果,急 性運動は肝細胞膜透過性を高め,逆 に運動 トレー二γグ

は低下 させ,膜 の安定性 を増 す ことを 明らか に した。
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